
　私
た
ち
は
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
と
し
て
、
外
来
診
療
と
訪
問
診

療
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
、
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
と
の
継
続
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　自
宅
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
質

の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
他

の
医
療
機
関
や
事
業
所
と
も
連
携
を
密

に
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　本
特
集
で
は
、
「
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
過
ご
す
」
を
目
指
す
訪
問
診
療
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　入
院
、
外
来
に
次
ぐ
第
三
の
医
療
に

位
置
付
け
ら
れ
、
患
者
さ
ん
が
一
人
で

通
院
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
、
医
師
の
ほ
か
、
訪
問
看
護
師
、
薬

剤
師
や
理
学
療
法
士
（
リ
ハ
ビ
リ
）
等

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
患
者
さ
ん
の
自
宅
に

定
期
訪
問
し
、
計
画
的
・
継
続
的
に
行

う
医
療
・
ケ
ア
で
す
。

　在
宅
医
療
は
、
病
気
や
障
害
の
治

療
・
ケ
ア
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
転
倒

や
寝
た
き
り
の
予
防
、
肺
炎
や
褥
瘡
な

ど
の
予
防
、
栄
養
状
態
の
管
理
な
ど
、

予
測
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　当
法
人
で
は
、
患
者
さ
ん
の
ご
自
宅

や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
へ
の
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
訪
問
診
療

ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
ら
れ
た
い

か
、
こ
れ
ま
で
の
病
歴
、
現
在
の
病

気
、
病
状
や
ご
家
族
の
介
護
力
や
経

済
的
な
事
情
な
ど
も
詳
し
く
伺
い
な

が
ら
、
診
療
計
画
、
訪
問
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
医
師
、
看
護
師

等
が
定
期
的
、
且
つ
、
計
画
的
に
訪

問
し
、
診
療
、
治
療
、
薬
の
処
方
、

療
養
上
の
相
談
、
指
導
等
を
行
う
こ

と
で
す
。

②
往
診

急
な
病
状
の
変
化
が
あ
っ
た
際
な
ど

に
、
医
師
が
そ
の
都
度
、
自
宅
や
施

設
に
赴
き
、
診
療
を
行
う
こ
と
で
す
。

● 緩和ケア
（癌、癌以外の病気による痛み、吐き気、
呼吸困難などの症状緩和に努め、可能な
限り苦痛なくご希望に沿った生活を支援
します）

● 消化器・呼吸器・循環器・腎・泌尿器疾患
● 認知症　● 神経疾患　● 褥瘡
● 重症心身障碍児

（成長の支援と、個々の医療依存度に合わ
せて対応）

当法人の対応事例（一部） ※１訪問医療をスタートするきっかけの事例

● 体力の低下などの理由で、通院を続けることに不
安を感じてきている

● 通院時に家族に送迎してもらうことが難しくなって
きている

● 高齢で一人暮らしの方など、不安なことは多いが、
住み慣れた我が家で暮らしたい

● 退院後、24時間の高カロリー点滴や在宅酸素など
医療依存度が高い状態でも、ご家族と一緒に過ご
すために自宅に戻りたい

● 施設に入居することになり、継続して診察を依頼
したい

　訪
問
診
療
を
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か

け
に
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
（※

１
参
照
）
患
者
さ
ん
ご
本

人
、
ご
家
族
等
で
し
っ
か
り
話
し
合

い
、
ご
本
人
の
生
き
が
い
や
満
足
度
の

向
上
、
身
体
的
苦
痛
の
軽
減
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
法
人
設
立
二
八
年
目
を
迎
え
、
埼
玉

県
内
外
に
多
数
の
連
携
協
力
医
療
機

関
が
あ
り
ま
す
。

②
ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
デ
ュ

エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
「
機

能
強
化
型
・
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

（
連
携
型
）
」
及
び
「
在
宅
緩
和
ケ

ア
充
実
診
療
所
」
の
認
定
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

③
医
師
、
外
来
看
護
師
、
訪
問
看
護
師

等
の
多
業
種
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

等
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
良
い
治
療
方
針
を
複
数
の
視
点

か
ら
導
き
出
し
ま
す
。

④
訪
問
時
に
は
医
師
に
加
え
て
看
護
師

も
同
行
し
、
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

⑤
ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
東
浦
和
）、

デ
ュ
エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
武
蔵

浦
和
）
に
加
え
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
東
浦
和
、武
蔵
浦
和
、与
野
本

町
）、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
東
浦

和
）も
連
携
し
、チ
ー
ム
と
し
て
医
療
・

ケ
ア
を
提
供
で
き
ま
す
。

明
医
研
か
ら
の
お
知
ら
せ

在宅医療でできる検査

1割負担の場合の目安

月２回訪問診療の場合、

１ヶ月あたり7,000円程度です。

その他、検査や在宅酸素など医療機器を使用する

場合には別途費用がかかりますが、高額療養制度

が適用されます。

※個別の費用については、各クリニック医事科に
お問合せください。

訪問診療の費用

在宅医療でできる治療・処置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
法
の

「
五
類
感
染
症
」
へ
の
引
き
下
げ
に

伴
う
お
願
い

　
令
和
五
年
五
月
八
日
よ
り
、
感
染
症
法

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に

対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
）
の
改
正
に

基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
「
二
類
感
染
症
」
か
ら
「
五
類
感
染

症
」
へ
の
引
き
下
げ
に
な
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
当
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者

な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
へ
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
、
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策

を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
皆
様
へ
の
お
願
い
）

外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
、
訪
問
診
療
・
往

診
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
を
ご
利
用
さ

れ
る
方
、
そ
の
他
当
法
人
施
設
内
へ
の
立

ち
入
り
を
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は

「
マ
ス
ク
着
用
」
と
「
手
指
消
毒
」
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 点滴・注射　● 予防接種
● 関節内注射・神経ブロック
● ボトックス注射
● インスリン自己注射・自己血糖測定
● 在宅酸素療法
● 気管カニューレの管理
● 人工呼吸器の管理
● 中心静脈栄養
● 経管栄養法（経鼻・胃瘻・腸瘻）
● 尿道留置カテーテル
● 膀胱瘻・ 腎瘻の管理
● 胸水・腹水の管理
● ドレナージチューブの管理
● 疼痛管理
● 輸血　● 抗がん剤治療の支援　など

● 血液検査　　● 尿検査　　● 便検査
● 心電図検査
● 24時間ホルター心電図検査
● ポータブルエコー（胸部・腹部）
● ＰＣＲ検査（Covid-19）
● 迅速感染症検査
  （インフルエンザ・溶連菌・アデノウイルス・
 　帯状疱疹・Covid-19）
● 睡眠時無呼吸検査
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